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田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

1

　

平
成
15
年
８
月
20
日
に
田
原
町
と
赤
羽

根
町
が
合
併
し
て
田
原
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
渥

美
町
と
合
併
し
、
渥
美
郡
三
町
を
行
政
区

域
と
す
る
現
在
の
田
原
市
に
な
り
ま
し

た
。

　

合
併
前
の
三
町
は
、
い
ず
れ
も
町
史
を

編
さ
ん
し
、
地
域
の
歴
史
を
書
き
記
し
て

き
ま
し
た
。『
渥
美
町
史
現
代
編
』
は
、

平
成
17
年
の
合
併
ま
で
の
渥
美
町
時
代
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、『
田
原
町
史
』
と
『
赤
羽
根

町
史
』
は
昭
和
40
年
頃
ま
で
の
記
述
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
地
域

の
歴
史
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
空
白
と

な
っ
て
い
る
町
史
を
補
完
し
て
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
に
﹃
田
原
・
赤
羽
根
史

現
代
編
﹄の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

編
集
は
、
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る

「
田
原･

赤
羽
根
史
現
代
編
編
集
委
員
会
」

が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
期
間
は
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

の
昭
和
の
合
併
か
ら
平
成
17
年（
２
０
０
５
）

の
平
成
の
合
併
ま
で
の
約
50
年
間
で
、
平

成
28
年
度
の
刊
行
を
目
指
し
編
集
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、﹃
田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
﹄

の
編
集
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情

報
の
提
供
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
安
井
俊
則
委
員
談
】

　

こ
の
現
代
編
で
は
、
昭
和
30
年
か
ら
の

田
原
町
と
赤
羽
根
町
に
焦
点
を
当
て
て
い

ま
す
。
昭
和
29
年
生
ま
れ
の
私
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
自
分
の
生
い
立
ち
を
振
り
返

る
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
私
の
記
憶
に

残
る
三
河
田
原
駅
前
は
、
道
路
も
未
舗
装

で
、
牛
車
で
持
ち
込
ま
れ
た
農
産
物
が
山

　

田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
の

　

編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

【
表
紙
の
写
真
】北
部
保
育
園　

ど
ろ
ん
こ
遊
び

▼
ど
ろ
で
汚
れ
る
こ
と
を
気

に
せ
ず
、む
し
ろ
大
胆
に
体

中
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
遊
ぶ

園
児
た
ち
。水
と
混
ざ
っ
た
土
は
、自

在
に
形
を
変
え
て
、山
に
な
っ
た
り

川
に
な
っ
た
り
と
、園
児
た
ち
の
思

う
が
ま
ま
に
。単
純
に
見
え
る
こ
の

遊
び
は
、園
児
た
ち
の
心
を
解
放
し
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。自
然
に
触
れ
合
う
こ
と
は
、本

当
に
大
切
な
ん
で
す
ね
。（
Ｍ
）

の
よ
う
に
積
ま
れ
、
オ
ー
ト
三
輪
が
行
き

交
う
な
ど
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
の
私
た
ち
の
生
活
と
は
大
き
く
違

い
、
電
話
や
テ
レ
ビ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
心
豊
か
な
時
代
で
し
た
。

　

昭
和
30
年
か
ら
の
こ
の
地
域
の
変へ
ん
せ
ん遷
を

振
り
返
り
、
史
実
を
後
世
に
正
し
く
継
承

し
て
い
く
た
め
、
編
集
委
員
会
で
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

が
本
市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

▪
田
原･

赤
羽
根
史
現
代
編
執
筆
委
員

石
井
一
希
、
石
井
志
津
子
、
伊
藤
博
文
、

大
和
貞
雄
、
加
藤
克
己
、
小
林
一
弘
、
林

哲
志
、
葉
山
茂
生
、
藤
井
啓
貴
、
藤
井
忠
、

藤
城
信
幸
、
藤
原
喜
郎
、
八
木
将
勝
、
安

井
俊
則
、
山
本
正
樹
、
渡
辺
幸
久

本誌は再生紙を使用しています。

▲【写真上】昭和30年の駅前商店街のネオンサイン
　【写真下】昭和30年代の赤羽根町大石海岸の地曳網風景
　（いずれも田原市博物館所蔵）
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